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■イベント情報は変更される場合があります。ご了承下さい ■価格は全て税込みです

、
を明記の上、 と
、 、 をお送りください。

〒523-0893 近江八幡市桜宮町294ＹＰ１ 株式会社ヤマプラ　
　　　　　 滋賀ガイド・Ｏｈ！Ｍｅ編集室　

滋賀ガイドにも掲載されます。複数の投稿の場合も１回の掲載となります。
写真は返却できませんのでご了承ください。
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　ファブリカ ●　ファブリカ ●
リニューアルオープン

原作：山崎豊子
　　 「沈まぬ太陽」
　　 （新潮文庫刊）

【ＣＡＳＴ】
恩地元/渡辺謙
行天四郎/三浦友和
三井美樹/松雪泰子
恩地りつ子/鈴木京香
国見正之/石坂浩二

県内の風景を描きに、寺田さんがあなたの町を訪れるかも。住所、氏名、電話番号、掲載希望場所を明記してお寄せください。
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竜　王

旧和中散本舗（栗東市六地蔵）
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●彦根市高宮町1339-2　●TEL：0749-26-4018　●定休日：日曜日
●営業時間：9：30～19：30（ランチ11：30～14：00）　●駐車場：あり
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米　原

●場所：ルッチプラザ・ベルホール310（米原市長岡1050-1）
●開演：15：00（開場14：30）
●料金：前売り1,000円　当日1,200円　※全席自由
●備考：未就学児の入場不可
●問い合わせ：ルッチプラザ/0749-55-4550

●場所：守山市民ホール 大ホール（守山市三宅町125）
●開演：18：30（開場18：00）　●料金：5,000円　※全席指定
●備考：未就学児の入場不可
●問い合わせ：守山市民ホール/077-583-2532

栗　東11/14
（土）

11/15
（日）

安　土

●場所：安土町文芸セミナリヨ（蒲生郡安土町桑実寺777）　●開演：10：30（開場10：00）
●料金：500円　※乳幼児の保護者膝上鑑賞は無料、席が必要な場合有料。
●問い合わせ：安土町文芸セミナリヨ/0748-46-6507　

●場所：希望が丘文化公園 青年の城(蒲生郡竜王町薬師1178)　●時間：10：00～12：00
●料金：100円　●対象：小学生以上（小学生は保護者同伴）　●定員：30人
●申し込み：往復はがきに「住所、氏名、年齢、電話番号、参加希望日とテーマ名、ひとこと
　　　　　 メッセージ、返信欄のあて名」を記載のうえ下記住所まで。
　　　　　〒520-2551　蒲生郡竜王町薬師1178　滋賀県希望が丘文化公園　青年の城
●締め切り：11/18（水） ●問い合わせ：希望が丘文化公園　青年の城/077-586-2111

●場所：栗東芸術文化会館さきら 小ホール（栗東市綣2-1-28/077-551-1455）
●開演：【14日】18：30(開場18：00)　【15日】14：00(開場13：30)
●料金：一般1,500円　高校生以下1,000円　※全席自由
●備考：未就学児の入場不可
●問い合わせ：県立文化産業交流会館/0749-52-5111

○

●東近江市佐野町657
　北川織物工場
●営業日：土日のみ
●時間：11：00～18：00
●駐車場：５台
●TEL：0748-42- 0380

●場所：平成の社 ことうヘムスロイド村
　　　（東近江市平柳町568）
●時間：10：00～16：00
●料金：入場無料　※オープンスタジオ、ワークショップへの参加は別途料金が必要。
●備考：事前申し込み不要、子どもも体験可能
●問い合わせ：090-8934-1767（ヨシオカ）、0749 -45-3262（卓陶房）

旧東海道の草津宿から目川―六地蔵方面を自転車に乗ってブラリ

訪ねました。

目川は「目川の田楽」で江戸期、旅人で人気の休み処がありました。

瓢箪も名物でした。

次の在所・六地蔵にある、旧和中散本舗は豪壮な店構え。徳川家康

も、野洲で腹痛を起こしたとき、ここの薬を飲んでけろりと治っ

たことから有名になったとの話もあります。

旧和中散本舗の大角家は薬屋であると同時に、茶屋本陣もつとめ、

東海道を上り下りした人たちの休憩所であったとも聞きました。

薬屋、茶屋、旅人……江戸時代の人々の営みが、映画のシーンの

ように想像される静かな近江の街道筋です。

●旧和中散本舗　ＪＲ草津線手原駅よりタクシーが便利。

絵と文・寺田みのる

●開催日（11月の土日）
　11/7、8、14、15
　　 21、22、28、29日

カフェ・ショップを併設した、も

のづくり体験体感工房「ファブリ

カ村」がリニューアルオープンした。 

ここは元々、北川織物工場の麻

織物工場として約50年間操業

されてきたものを、10年前に

北川陽子さんが「絣工房　ファ

ブリカ」と命名し、麻製品のショッ

プとして運営

してきたもの。 

しかし今回、

造形作家の茗

荷恭介さんら

も加わり、新

たにカフェ、

ギャラリー、ステージを備えた、

ものづくりの場として大きく

ニューアルした。

できあがった空間は、テーブル・

椅子・照明・器など、作家の作

品が程良くちりばめられている

だけでなく、おしゃれで個性的

で、さらに、おいしいお茶やケー

キが楽しめる。

「ファブリカ村をいろいろな人が

集まるすてきな場所にし、もの

づくりの心を世界中に発信して

いきたいと思います」と北川さん。 

染め物や織物の体験会、ものづ

くりのワークショップ、ステー

ジでのライブ、展覧会など、企

画は盛りだくさんである。

（取材・鋒山）

週替わりＯｎｅプレートランチ

オムライス（デミグラスソース）オムライス（デミグラスソース）オムライス（デミグラスソース）

でんがく どころ

ひょうたん

おおすみ

・ ・ ・

かすり

が

「つくるよろこび＋ わうよろこび」び」「つくるよろこび＋ わうよろこび」び」

「カフェ ジュエー」は昨年12月、彦

根市ビバシティ近くにオープンした。

店内は大きな窓から明るい日差し

が差し込み、カジュアルで気持ち

が良く、ランチもリーズナブルで

おいしい。

今回ご紹介するのは

【週替わりＯｎｅプレートランチ】
（1000円）
・エビチリ　・煮物　・カレーペンネ
・ポテトサラダ　・野菜サラダ
・雑穀米　・みそ汁　・プチデザート
・ドリンク（コーヒ－ｏｒ紅茶）

取材日は人気の、1日10食限定の「週替わり
Ｏｎｅプレート

ランチ」をい

ただいた。

色鮮やかなエ

ビチリはピリ

リと辛めで、食欲をそそり、煮物やポテトサ

ラダなどは手作りで、雑穀米もおいしかった。

デザートに自家製のプチワッフルをいただ

いたが、これもたっぷりの

シロップで満足。

「美容と健康に良いランチや

飲み物を味わいながら、ゆっ

くり楽しん

で下さい」

と店長。

このほか、

フワフワ卵

と自家製デ

ミグラスソースがかかったオムライスや、

アメリカンスタイルの手作りワッフルも人気。

このほか、美容と健康を考えた店長オスス

メの栄養補給

飲料水も楽し

める。

（取材・前川）

が

みょう

北川陽子さん北川陽子さん北川陽子さん

かんながけ体験 木のスプーン作り

広々としたア広々としたアトリエは体験教室などで使用エは体験教室などで使用広々としたアトリエは体験教室などで使用


